
NPO法人全国生涯学習まちづくり協会主催、教育委

員会後援による「金木町・生涯学習とまちを楽しむセミナ 

ー」が11月16・17日の 2日間、中央公民館で開催されました。 

1日目の自分の生きがいを見つけて地域を楽しむ「生

涯学習まちづくりセミナー」には、教育・ボランティア関

係者と諸団体などから約50人が

参加。セミナーでは福留強同協

会理事長らに 

よるまちづく 

りにかかわる講話や事例発表。続

いて参加者がグループに分かれ、 

まちづくりについて討議・発表し、 

活発な意見交換が行われました。 

子どもたちに地域を探検してもらい楽しみながら郷土

愛を育む「体験活動子ども地域探検」が行われた 2日目に

は、町内小学 5・6年生の児童20人と前日も参加した28人
が参加しました。講師の中奥良則同協会専務理事から概

要説明を受けた参加者たちはグループに分かれて、斜陽

館を中心とした地域の探検を開始。午後にはグ

ループごとに探検で探した事をテーマにしたマ

ップとクイズを作成し、このマップの発表とク

イズ大会が行われ子どもたちは楽しみながら町

の宝を再発見し、郷土の認識を高めていました。 

また、連合婦人会が 2 日間の昼食づくりをボ

ランティアで行ってくれました。 

〔人づくり、町づくりのための〕 
11月28日、金木町ボランティア活動推進協議会（委員

長＝渋川正義）主催の平成14年度「だれにでもできるや

さしい講座」が中央老人福祉センターで開催されました。 

同講座は地域づくりの一環になればと、平成 7年度か

ら開催され今年で 8年目となり、年4-5回の各種講座

を行っています。 

4 回目となる今回の 「介護講座」 には町

民約40人が参加して、高齢者生活福祉セン

ター職員による高齢者の脱水症状や床づれ

などの対処法と予防についての講義、ベッ

トから起こして車イスに乗せる方法の実技

が行われました。職員の手際良いやり方の

説明を受けた参加者は実際に試してみて「大 、 

変なものだ。介護する人は力が

いるものだ」と介護の大変さを

実感していま 

した。 	 ー一ー山

この後、高齢者生活福祉セン

ターを見学し、介護に関する事

務の説明と現状や利用状況の説明を受けました。 

講座を終えた参加者は「丁寧な指導で勉強になりまし

た。施設を見て老後は安心だと思った。できるうちは自

分で行い、だめな時はお世話になりたい」と話していま

した。 'r 

敏戸ー、 一了
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11月19日、役場3階大会議室において平成 ． 

14年度国民健康保険被保険者優良世帯表彰式 ・

及び青森県国民健康保険団体連合会表彰者報 ： 

告が行われました。 	 ． 

今年は1年間国保の療養給付を受けなかっ ’ 

た世帯61世帯、継続して2年以上国保の療養 ： 

給付を受けなかった世帯34世帯の計95世帯が国保優良世帯に選ばれ、この日出席した32世帯 ・ 

へ鳴海町長が表彰状と記念品を手渡し、功績をたたえました。 	 ’ 

また、福士淳一さんら 3人が長い間国保運営委員として国保事業の向上発展に尽くした功 ． 

績が認められ、青森県国民健康保険団体連合会より表彰されたことが報告されました。 
0 
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▲逮捕術大会 ▲柔道剣道大会 

金木警察署各大会で健闘 
青森市の県民体育館で開催された、平成14年度の県下警察柔道剣道大会及び同逮捕術大会におい

て、金木警察署が上位入賞を果たしました。 

各大会とも警察署の規模別で 

A・ B・ C組に分かれて、 1チー 

ム 4 名の団体戦で行われ、10月23 
日の柔道剣道大会C組で柔道 2位、 

剣道 3位。また、11月15日の逮捕

術大会C組で 2位の好成績をあげ

ました。 

本年度、この 3大会を通じて入

賞を成し遂げたのは金木警察署だ 

▲逮捕術大会 	けでした。 	 ▲柔道剣道大会 

幼稚園児が勤労感謝で職場訪問 

、 

	ノ 

勤労感謝の日を前に金木幼稚園（園長＝片岡八千

雄）の園児たちが11月22日、役場や消防署などを訪

問して勤労感謝のプレゼントを渡しました。 

役場を訪れた「りす組」36人は、町長室で整列し

声を合わせて 「いつもお仕事ご苦労さまです。これ

からもお仕事がんばってください」と元気よくあい

さつ。園児が作ったケースに入れたキャンディやチ

ョコレートを角田助役に手渡しました。 

角田助役は 「言うことを聞いて良い子になってく

ださい」とお礼を述べて、子どもたちにお菓子をプ

レゼントしました。 

、 

   

	ノ 

  

I 

ひと足早いクリスマス 
毎年恒例となった 「第15回かなぎサンタフェステ

ィバル」が12月14日、中央公民館で開催されました。 
大きなクリスマスツリーやリースで飾り付けられ

た会場へ約LfO人の親子連れが訪れ、サンタへのお 結【 
篇留ゴ器誉ジ了9i J )1ご/ - wJ 書ぐ云霧りf菊こ dミ‘」 
んだり、バンド演奏に合わせてクリスマスソングを
全員で歌うなど、ひと足早いクリスマスを満喫しま

した。 
フィナーレは、赤いハンチャのサンタクロースか

らのプレゼント。訪れた子どもたち一人ひとりにサ
ンタさんが握手をして、お菓子のプレゼントに子ど
もたちは大喜びしていました。 

、 	 ノ 
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、

厚
生
年
金
保
険

か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
年
金

（
老

齢
基
礎
在
入立
、老
齢
厚
生
生
ム
」等
）
 

は
、
税
法
上
で
は

雑
所
得
と
さ

れ
所
得
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
年
金
を
受
け

て
い
る
方

に
は
一
月
末
頃

ま
で
に
、

社
会

保
険
庁
か
ら

源
泉
徴
収

市l
k
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
源
泉
徴
収

票
に
は
、

そ

の
年
の
一
年
間
（
支
払

い
と
し

て
は
、

そ
の
年
の
二

月
定
期
支

払
分
か
ら

翌
年
の
一

月
随
時
支

払
分
ま
で
）
に
支
払
わ
れ

た
年

金
額
と
年
金
か

ら
源
泉
徴
収
し

た
税
金

や
介
護
保
険

料
額
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

複
数

の
年
金
を

受
給
さ
れ

て

い
る
方
や
、

年
金
以
外
に
も
所

得
の
あ

る
方
は
確
定
申

告
が
必

要
で
あ
り
、

そ
の
際
に

税
務
署

へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す

の
で
、

二
月
初
旬
に

な
っ

て
も
 

は
関
係
な
い
と

思
わ
れ
が

ち
で

す
が
、

若
い
時
に

も
意
外

と
か

か
わ
り
が
深
い
も
の
で
す
b
 

将
来
の
安
心
に
つ
な
げ
る
た
め
、
 

国
民
年
金

保
険
料
は
き
ち

ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
。
 

送 
付
さ
れ

な
い

場
合
に

は
、

お
 

近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
に

お

間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
障
害
や

死
亡
を
支

給

事
由
と
す

る
障
害
基

礎
年
金

や

遺
族
基
礎
年
金

等
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
保
険

料
を
 

納
め
な
い

と
ど
う
な
る
の

？
 

国
民
年
金
は
世
代
と
世
代
を
つ

な
ぐ
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
 

原
則
と
し
て
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
は
必
ず
加
入
し
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
ど
う
な

る
で
し
ょ

、つ
か
。
 

①
老
齢
基
礎
年
金
は
四
十
年
間
保

険
料
を
納
め
る
と
六
十
五
歳
か
ら

満
額
受
給
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
未
納
期
間

（
保
険
料

を
納
め
て
い
な
い
期
間
）
が
あ
る

と
、
そ
の
期
間
に
応
じ
た
分
だ
け

減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
 

保
険
料
の
納
付
済
期
間

（
免
除期

間
を
含
む
）
が
二
十
五
年
に
満
た

な
い
方
は
年
金
を
受
給
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

②
障
害
基
礎
年
金
は
国
民
年
金
加

入
期
間
中
な
ど
に
病
気
や
け
が
で

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
遺
族
基
礎
年
金
は
国
民

年
金
加
入
者
な
ど
が
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
人
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
で
い
た

子
の
い
る
妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
済
期

間

（
免
除期
間
を
含
む
）
が
加
入

期
間
の
三
分
の
二
以
上
な
い
と
、
 

こ
れ
ら
の
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
 

年
金
と
い
う
の
は
、
若
い
時
は

保
険
料
を
納
め
る
だ
け
で
自
分
に
 

そ
 

も
 

(
 

広報かなぎ自の 

お
め
で
と
う
 

伊
丸
岡

の
ぞ
み

西

村
 
丞

司

鎌
田
 
秋

翻
 

け
ん
 
た
 

泉
谷
 
健
太
 

み
 
は
な
 

工

藤
 
魅
花
 

ゆ
・
つ
 

成
田
 

裕
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
高
瀬
 

真
（
隆

）
金
 
木
 

「
太
田
 
貴
子
（
政
興
）

千
葉
県
 

、
高
橋
 
俊
一
（
俊
多
）
鯵
ケ
沢
町
 

「
工
藤
 
明
子
（
栄
一

）
藤
 
枝
 

×
 

お
く
や
み
 

木

下
 
晋
蔵
（

8
5才
）
嘉
 
瀬

花
田
 
柾

一
一
（8
2才
）
金
 
木

鎌
田
 

俊
蔵

（
4
5才
）
嘉
 
瀬

一一
一
上
 
正
介

（
8
9才
）
喜
良

市

棟
方
 
弘

子
（

6
5才
）
喜
良

市

葛
面
 
繁

則
（

8
1才
）
金
 
木

流

川
 
正
夫

（
7
7才
）
金
 

木

神
島
 

徳
衛
（

n
才
）
嘉
 
瀬

徳
田
 
タ
 
キ
（

9
3才
）
金

松
田
 

忠
房
（

6
4才
）
金

石
戸
谷

み
ね

（
7
2才
）
金

木
下
 

告

慶
（

5
4才
）
金

竹

内
 
ア

子
（

8
8才
）
金

小
山
内
定

義

（
7
6才
）

川
 

×
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に

住
所
を

有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て

い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町

民
課
窓

ロ
に
届
出
の
際
申
し

出

て
下
さ
い
。
 

「
伝言
被
m
 

＠
届
い

て
い

ま
す
 

●

ト

ー
月
二
十
二
日
 

自
転
車

（
グ
レー
色
・
か
ご付
）
 

雲
雀
ケ
丘
団
地

付
近
路
上
 

心
当
た

り
の
方
は
金

木
警

察
署
落
し

物
係
り
ま
で
 

こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
利
用
し
た
い

方
は
企
画
観
光
課
ま
で
 

 

	一／' 

男
 
女
 
計
 

ハ
人
口
と
世
帯
）
 

じょう じ 

西村 丞 司 くん 
(10月28日生） 

早く大きくなって、 緒にあそぼ I f 	川 金 金 金 金 金 

（兄 真司・彰記より） 
	 ノ 倉 木 木 木 木 木 

× 
11月末現在 前年同月比 

5, 626人 	△ 57人 

6, 245人 	△ 42人 

11,871人 	△ 99人 

世帯数 4, 062 	△ 5 


